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「
視
点
が
変
わ
っ
た
」

と
の
感
想
が

　

参
加
者
か
ら
は
「
仕
事
は

好
き
だ
け
ど
き
つ
い
と
い
う

ジ
レ
ン
マ
で
悩
ん
で
、
働
き

続
け
ら
れ
る
か
な
と
い
う
気

持
ち
も
あ
っ
た
。
で
も
、
参

加
し
て
視
点
が
変
わ
っ
て
、

光
が
さ
し
て
き
た
よ
う
に
感

じ
た
」
な
ど
の
感
想
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

分
会
執
行
委
員
長
の
牧
山

さ
ん
は
「
目
標
以
上
に
未
加

入
の
人
が
来
て
く
れ
て
本
当

に
う
れ
し
か
っ
た
。
分
会
へ

の
期
待
を
力
に
し
て
ぜ
ひ
加

入
に
つ
な
げ
た
い
」
と
力
強

く
決
意
を
示
し
て
い
ま
す
。

組
合
の
力
を
伝
え
る

「
つ
な
が
る
場
」を
各
地
で

　

前
日
に
は
、
福
岡
地
本
の

筑
豊
地
区
で
も
「
組
合
を
知

る
会
」
が
お
こ
な
わ
れ
、
田

川
市
と
直
方
市
の
組
合
員
を

中
心
に
30
人
が
参
加
し
て
確

信
を
深
め
ま
し
た
。

　

組
合
の
紹
介
、
組
合
が
あ

っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
、
み
ん

な
の
交
流
、
こ
の
３
つ
を
カ

ギ
に
し
て
組
合
の
力
を
伝
え

あ
う
「
つ
な
が
る
場
」（
組

合
を
知
る
会
な
ど
）
を
各
地

で
広
げ
ま
し
ょ
う
。

知
る
こ
と
が
で
き
て
成
長
で

き
る
」「
前
の
職
場
に
は
組

合
が
な
く
、
お
か
し
い
こ
と

を
お
か
し
い
と
言
う
な
ど
許

さ
れ
な
か
っ
た
。
法
人
の
基

本
理
念
に
も
『
労
働
組
合
は

労
働
者
の
権
利
を
守
り
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

組
織
』
と
記
載
さ
れ
、
尊
重

さ
れ
て
い
る
」
な
ど
の
言
葉

に
、
参
加
者
の
う
な
ず
く
姿

が
あ
り
ま
し
た
。

勝
ち
取
っ
た
こ
と
を

資
料
と
言
葉
で
伝
え
る

　

「
勝
ち
取
っ
て
き
た
職
場

の
労
働
条
件
」
の
説
明
で
は

組
合
の
意
義
や
力
を

分
担
し
て
語
る

　

大
切
に
し
た
の
は
、
組
合

の
意
義
や
力
を
１
人
が
話
し

続
け
る
の
で
は
な
く
、
役
割

分
担
し
て
話
す
こ
と
。
中
央

本
部
の
役
員
が
労
働
組
合
の

意
義
と
権
利
、
福
祉
保
育
労

の
紹
介
と
組
合
費
に
つ
い
て

語
っ
た
あ
と
は
、
組
合
員
か

ら
「
組
合
に
入
っ
て
よ
か
っ

た
体
験
」
が
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

「
分
会
で
悩
み
に
共
感
し

て
も
ら
う
と
癒
さ
れ
る
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
の
悩
み
も

を
増
や
そ
う
と
、
法
人
の
新

年
会
や
研
修
な
ど
で
声
を
か

け
て
チ
ラ
シ
も
渡
し
、
参
加

を
よ
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

組
合
員
の
い
な
い
事
業
所
に

も
足
を
運
ん
で
誘
う
な
ど
、

顔
の
見
え
る
関
係
を
つ
く

り
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

顔
の
見
え
る
関
係
で

声
を
か
け
て

　

法
人
は
、
障
害
者
の
就
労

支
援
施
設
や
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
７
施
設
を
運
営

し
て
い
ま
す
。
総
職
員
数
は

約
１
８
０
人
に
の
ぼ
る
な

か
、
15
人
と
少
な
い
組
合
員

年
表
資
料
を
示
し
な
が
ら
、

パ
ー
ト
職
員
に
つ
い
て
、
１

年
目
も
10
年
目
も
同
じ
だ
っ

た
日
給
を
２
０
０
０
年
度
か

ら
は
１
年
ご
と
に
１
０
０
円

ア
ッ
プ
（
月
20
日
勤
務
の
人

は
月
２
０
０
０
円
ア
ッ

プ
）、
１
日
５
０
０
円
ま
で

だ
っ
た
交
通
費
も
２
０
０
２

年
度
か
ら
実
費
支
給
に
な
っ

た
な
ど
の
成
果
を
伝
え
ま
し

た
。

　

２
０
０
６
年
の
障
害
者
自

立
支
援
法
の
影
響
に
よ
る
賃

金
カ
ッ
ト
も
時
限
的
に
さ
せ

た
こ
と
、
２
０
１
４
年
度
に

は
職
員
の
給
食
費
負
担
を
１

食
４
０
０
円
か
ら
３
０
０
円

に
減
額
で
き
た
こ
と
も
報

告
。
あ
わ
せ
て
、
組
合
員
か

ら
実
感
を
こ
め
て
、「
要
求

し
て
変
え
ら
れ
る
と
い
う
実

感
に
支
え
ら
れ
て
20
年
勤
め

続
け
ら
れ
た
」「
厳
し
い
中

で
も
、
要
求
し
て
説
得
す
る

こ
と
で
、
理
事
会
と
も
『
こ

れ
は
や
れ
る
』
と
一
致
で
き

る
」「
小
さ
な
改
善
で
も
実

現
で
き
る
の
が
労
働
組
合
」

な
ど
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
共
済
の
魅
力
や

持
ち
寄
っ
た
給
与
明
細
の
説

明
が
さ
れ
、
質
問
コ
ー
ナ
ー

で
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　この夏の参院選から18歳選挙権になること
を踏まえて、４月８日付朝日新聞は18歳・19
歳を対象にした世論調査の結果を掲載した。
　収入などの格差を「行き過ぎている」とし
たのは59％、格差があるのは「社会のしくみ

による面が大きい」も59％にのぼった。憲法
について「変える必要はない」が57％と、「変
える必要がある」の33％を大きく上回った。
　２か月後には参院選の投票日を迎える。投
票率を上げ、政治に声を届けよう。

　

保
育
士
不
足
が

叫
ば
れ
て
い
る
。

た
し
か
に
、
保
育

士
も
足
り
な
い

が
、
調
理
師（
員
）

・
栄
養
士
も
足
り

な
い
。
調
理
業
務
に
携
わ
る
人

た
ち
の
月
収
は
、
全
産
業
の
平

均
月
収
よ
り
10
万
円
低
い
保
育

士
の
水
準
に
満
た
な
い
こ
と
も

珍
し
く
な
い
。

　

保
育
が
子
ど
も
の
育
ち
を
保

障
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
調
理

は
子
ど
も
の
命
（
＝
生
き
る
こ

と
）
に
直
結
す
る
保
育
を
も
縁

の
下
で
支
え
る
、
何
よ
り
尊
く

責
任
の
大
き
い
分
野
だ
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
区
別
さ
れ

て
し
ま
う
の
か
。

　

保
育
現
場
に
い
る
と
、
圧
倒

的
多
数
の
保
育
士
に
比
べ
、
私

た
ち
調
理
従
事
者
は
圧
倒
的
少

数
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
す
る
。

言
い
た
い
こ
と
も
言
え
ず
、
言

っ
て
も
聞
い
て
も
ら
え
な
い
こ

と
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

全
国
の
調
理
の
先
生
た
ち
！

今
こ
そ
私
た
ち
し
か
知
ら
な
い

調
理
と
い
う
仕
事
の
面
白
さ
・

や
り
が
い
、
大
変
さ
・
責
任
の

重
さ
を
言
葉
に
し
、
今
だ
か
ら

こ
そ
私
た
ち
の
処
遇
の
改
善
も

合
わ
せ
て
訴
え
て
い
く
チ
ャ
ン

ス
だ
。
さ
ぁ
、
次
の
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
も
立
ち
上
が
ろ

う
！ 

（
守
屋
）

高宮信一･作

選挙権を得る18～19歳 格差「行き過ぎている」が６割

調べるのは　あちらでしょ！

　

４
月
22
日
、
福
岡
地
本
・
ひ
か
り
分
会
で
「
組
合

を
知
る
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
早
く
か
ら
企
画
し

て
、
て
い
ね
い
に
よ
び
か
け
て
き
た
な
か
で
、
参
加

者
27
人
の
う
ち
、
未
加
入
者
は
な
ん
と
11
人
も
。
２

０
１
４
年
９
月
に
約
10
年
ぶ
り
に
開
催
（
２
０
１
４

年
11
月
号
・
２
０
１
５
年
４
月
号
で
既
報
）
し
て
以

来
と
な
っ
た
企
画
の
魅
力
に
迫
り
ま
し
た
。

 

（
編
集
部
）

福岡地本・ひかり分会「組合を知る会」の様子（左） 「がんばるぞ～！」のコールに「オー！」（上）

福
岡
地
本
・
筑
豊
地
区
「
組

合
を
知
る
会
」。組
合
講
座
の

あ
と
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、「
職
場
の
自
慢
」「
職
場
の

コ
コ
を
変
え
た
い
」
を
テ
ー

マ
に
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
で
交
流
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●12日（木）中央行動
　（午前に各種別の厚生労働省交渉を予定）
　社会保障・社会福祉は国の責任で！
　憲法25条を守る５・12共同集会
 （東京・日比谷野外音楽堂）
●21日（土）第22回社会福祉研究交流集会
 （～22日・北海道）

５月

元
気
に
生
き
生
き

元
気
に
生
き
生
き

働
き
続
け
る
た
め
に

働
き
続
け
る
た
め
に

健
康
対
策
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告　
　

深
刻
な
健
康
実
態

賃
金
の
大
幅
ア
ッ
プ
と
と
も
に
増
員
な
ど
の
抜
本
対
策
を

健
康
破
壊
の
実
態
―
社
会
福
祉

施
設
で
は
労
災
事
故
も
急
増

労
働
実
態
に
も
注
目
が

抜
本
対
策
を
実
現
す
る
チ
ャ
ン
ス

福祉職場の健康対策は
待ったなし！

熊本地震被災者救援カンパに
ご協力を

福祉保育労青年部オリジナルＴシャツ

　

４
月
１
日
に
「
障
害
者

差
別
解
消
法
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律

は
、「
全
て
の
国
民
が
、

障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分

け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
相
互
に
人
格
と
個
性

を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共

生
す
る
社
会
の
実
現
に
向

け
、
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
」
と
し
た
も

の
で
す
。「
差
別
的
取
扱

い
の
禁
止
」（
障
害
を
理

由
と
し
て
不
当
な
差
別
的

取
扱
い
を
す
る
こ
と
）

は
、
国
・
地
方
公
共
団

体
、
民
間
事
業
者
と
も
に

法
的
義
務
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、「
合
理
的
配
慮

の
提
供
」（
障
害
の
状
態

や
性
別
、
年
齢
な
ど
を
考

慮
し
た
変
更
や
調
整
、
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
）
は
、

「
実
施
に
伴
う
負
担
が
過

重
で
な
い
と
き
は
」
と
前

置
き
さ
れ
、
民
間
事
業
者

に
つ
い
て
は
努
力
義
務
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

差
別
に
つ
い
て
の
相
談

や
解
決
の
た
め
の
新
し
い

機
関
は
つ
く
ら
れ
ず
、
既

存
の
自
治
体
や
法
務
局
等

が
相
談
を
う
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

都
道
府
県
や
市
町
村
が
障

害
者
差
別
を
解
消
す
る
た

め
の
と
り
く
み
を
お
こ
な

う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

関
係
機
関
に
よ
る
「
障
害

者
差
別
解
消
支
援
地
域
協

議
会
」
を
設
置
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
協
議
会
は
、
相
談

が
あ
っ
た
際
の
た
ら
い
回

し
を
避
け
る
な
ど
の
役
割

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
設
置
は
任
意
で
各
自

治
体
任
せ
に
な
っ
て
お

り
、
内
閣
府
の
４
月
１
日

の
発
表
で
は
、
設
置
済
み

は
47
都
道
府
県
中
19
、
１

７
４
１
市
町
村
中
１
１
１

と
、
ご
く
一
部
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

民
間
事
業
者
や
国
民
に

は
、
ほ
と
ん
ど
周
知
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
本
当
の
意
味
で
「
差

別
を
な
く
す
こ
と
で
障
害

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共

に
生
き
る
社
会
を
目
指

す
」
た
め
に
、
国
に
対
し

て
、
周
知
徹
底
と
自
治
体

や
事
業
者
任
せ
で
は
な
い

実
効
性
の
あ
る
と
り
く
み

を
求
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
あ
わ
せ
て
、
職
場
で

も
見
え
る
形
で
実
践
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行

　

国
に
周
知
徹
底
と
実
効
性
あ
る
施
策
を
求
め
よ
う

賛同金にご協力を！

　　目標　1000万円

「みんなの一歩キャンペー
ン」

「福祉は権利ニュースマガジン」の発行や宣伝用ノ
ボリ旗、横断幕の作成など、「福祉は権利」をみん
なの一歩で展開するための費用を賛同金として集め
ています。分会・支部に１口3000円・年間複数口の
ご協力をお願いしています。
郵便振替口座　00110-1-45713 全国福祉保育労働組合
（「みんなの一歩賛同金」と明記してください）

●12日（日）福祉保育労全国代表者会議
 （予定）
●18日（土）～19日（日）
　全国保育部会第25回学習交流集会 IN 兵庫
　社協・事業団全国学習交流集会 IN 大阪

６月

　元気に生き生きと働き続けたい－。これは福祉労働者の切実な願いです。し
かし、貧困な福祉制度のもとで、３人に２人が「やめたい」と考えています。
　福祉保育労健康対策部では2014年秋に「福祉職場で働く仲間の頚腕・腰痛や
ストレスアンケート」を実施し、2967人から回答を得ました。女性が83％、20
代・30代が55％を占め、勤続年数も５年未満が４割弱に及びました。昨夏にま
とめたアンケート結果では、福祉労働者の健康破壊の深刻な実態が明らかにな
りました。社会に大きくアピールしながら、賃金の大幅な引き上げとともに職
員の増員や健康対策などを実現させる処遇改善運動を広げていきましょう。

　熊本地方および大分地方では、４月14日と16
日に相次いで巨大地震が発生し、多くの方が犠
牲になりました。また、多数の方が避難所での
生活を余儀なくされています。
　組合員の直接的な被災はまぬがれましたが、
全労連の要請に応えて、福祉保育労としても被
災者救援のカンパを心からよびかけます。
○振り込みは郵便振替で
口座記号番号：00170－３－426272
　　加入者名：全国労働組合総連合
　　送金方法：通信欄に「16年４月九州震災カ
ンパ」と明記して、依頼人の「おなまえ」欄の
記入は、「福祉保育労〇〇地本［支部］（〇〇分
会）」などと、送金元がわかるように。

○カンパの活用方法
　熊本県労連を通じて、現地の労働者、被災者
の救援、復興に役立てます。

　74％の人が疲れの蓄積傾向（疲れが「翌日に残る」＋「いつも疲れてい
る」）を示しています。福祉労働者の疲れは、肩や腰など筋骨格系とスト
レス性の二つからきています。蓄積疲労状態は病気の準備状態でもあり、
頚肩腕症候群や腰痛、メンタル不全などの素地が大きく広がっているとい
えます。
　首、肩、腕のこり・痛みは約６割、腰のだるさ・痛みは４割の人が「い
つもある」「よくある」と答えています。これらの症状で５割の人が過去１
年間に治療を受けており、６割の人が治療器具や湿布などを使っています。

　回答者のほとんど（94％）が仕事にやりがいを感じています。ま
た、50％が「自分にあった仕事」と答え、「今の仕事は自分に合わ
ない」「仕事のやりがいをあまり感じない」という人は４～５％と
少数です。しかしその一方で、65％が「この１年間に仕事をやめた
いと思った」と答えています。「やりがいがある」にもかかわら
ず、「やめたい」と考えている仕事の継続について、大きな矛盾が
あることがわかります。

　全体として、30代までは５割以上と年齢も若く、経験年数も５年未満が
４割と短いにもかかわらず、８割を超える人が「いつまで体力・気力が持
つか不安」と答えています。また、湿布や腰痛ベルトを６割の人がつかっ
ています。

　福祉保育労青年部のオリジナルＴシャツの2016年
版のデザインテーマは「平和のもとに生きるため
に」（to Live in Peace）。デザインは群馬支部・お
ひさま倉賀野保育園分会・鈴木文さんの力作です。
　普段着でアピールできるＴシャツとして12年目を
迎え、世代をこえて好評です。６月10日までに地方
組織を通してお申し込みください。
　頒価：1500円　　生地：紺色　
　サイズ：Jr.Ｌ（150）・Ｓ・Ｍ・Ｌ・XL

１  

蓄
積
す
る
疲
労

蓄
積
す
る
疲
労  

腕腕･･

腰
で
過
去
１
年
に
半
数
が
受
診

腰
で
過
去
１
年
に
半
数
が
受
診

２  きつい仕事とストレス　　　　 きつい仕事とストレス　　　　

３  やりがいを感じるが同時に「やめたい」 やりがいを感じるが同時に「やめたい」

〈１〉疲れぐあい

〈９〉仕事にやりがいを感じるか

〈３〉腰のだるさ、痛み

〈５〉 過去１年間の治療器具、
湿布、腰痛ベルトの使用

〈７〉最近の仕事のきつさ

〈２〉首、肩、腕の痛み

〈10〉 この１年間に仕事をやめたいと
思ったことは

〈４〉 過去１週間に頸腕・腰痛
症状の治療

〈６〉 体力、気力がいつまで　
もつか不安

〈８〉ストレスに感じること（％）

　６割以上の人が、最近「仕事がきつく
なった」と答えています。「ストレスに
感じること」では「賃金が安い」「仕事
量が多い」「仕事上の役割」が上位にあ
がっています。
　職場運営や職員関
係の面では、良好な
結果もある程度認め
られますが、民主的
な職場づくりをめざ
しての検討も必要で
す。

いつも
疲れている
　　　27％

翌日に
残ることが多い
　　　47％

疲れは一晩でとれる
23％

疲れは感じない　２％
無回答　１％

いつもある
　　　26％

よくある
　30％ 時々ある

35％

めったにない　９％

いつもある
15％

よくある
　26％

時々ある
43％

めったにない　16％

定期的に受け
ている
20％ 受けたこと

がある
　　　32％ 受けてない

47％

無回答　１％

定期的に
使う　21％

使った
ことがある
　　　43％

使っていない
36％

いつもある
13％

よくある
　22％

時々ある
47％

めったにない
17％

無回答 １％

変わらない
33％

少し
きつくなった
　　　38％

かなりきつく
なった
　25％

楽になった ２％
無回答 ２％

①賃金が安い 43

42

35

37

39

24

39

45

48

43

45

50

40

17

34

19

25

９

36

23

23

11

12

13

②勤務形態が不規則

③残業や持ち帰り
　仕事が多い

④休憩が取りにくい

⑤休暇が取りにくい

⑥雇用が不安定

⑦仕事量が多い

⑧仕事内容が複雑

⑨仕事上の役割

⑩利用者との関係

⑪利用者の親や
　家族との関係

⑫職員同士の
　人間関係

少し 大いに

感じない
５％

少し感じる
　　　44％

大いに感じる
　50％

無回答 １％

何回も
あった 22％

時々あった
　　　43％

なかった
　34％

無回答 １％

　

２
０
１
３
年
の
厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
労
働
災
害
に

よ
る
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
、
10
年
前
に
比
べ
て
全
産
業

で
若
干
減
少
傾
向
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
福
祉
施
設
で

は
右
肩
上
が
り
で
２
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
腰
痛
発
生
件

数
も
２
倍
近
く
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
介
護
労
働
者
に
限

る
と
、
腰
痛
発
生
件
数
は
３
倍
近
く
に
増
加
し
て
お
り
、
労
働
者

数
の
伸
び
以
上
に
発
症
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
保
育
労
が
２
０
１
１
年
に
行
っ
た
健
康
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
で
は
、
休
業
や
業
務
軽
減
の
理
由
と
し
て
最
も
多
か
っ
た
の
は

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
疾
患
」
で
し
た
が
、
そ
れ
に
次
い
で
「
腰

痛
」「
切
迫
流
産
」「
頸
肩
腕
」
等
が
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

「
保
育
園
落
ち
た
の
私
だ
」
に
続
い
て
、「
保
育
士
辞
め
た
の

私
だ
」「
介
護
士
辞
め
た
の
私
だ
」
を
共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

実
情
が
ネ
ッ
ト
上
で
発
信
さ
れ
、
拡
散
も
続
い
て
い
ま
す
。
新
聞

や
テ
レ
ビ
で
も
連
日
の
よ
う
に
報
道
が
続
き
、
賃
金
の
低
さ
と
と

も
に
劣
悪
な
労
働
実
態
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
対
策
を
実
現
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
い
え
ま
す
。

　

福
祉
労
働
者
の
健
康
破
壊
の
実
態
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
た
め

に
、
法
人
や
施
設
に
改
善
を
要
求
し
ま
し
ょ
う
。
世
論
に
実
態
と

改
善
の
必
要
性
を
訴
え
な
が
ら
、
宣
伝
・
署
名
・
交
渉
な
ど
を
通

じ
て
自
治
体
や
国
を
動
か
す
運
動
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

絶賛発売中絶賛発売中

普段着で平和を
アピール！



④福祉のなかま第298号 2016年５月号

保育も障害者福祉も高齢者介護も大変！
東海地本・なえしろ分会　村松　和子さん

　特集「現場実態レポートから」は、福祉職
場の実態をよく知ることができました。保育
も大変だけど、障害も介護もホントに大変！

「現場実態レポート」どこもほんとに大変だ！
京都地本・くりくま保育園分会　山本　歩さん

　「保育園落ちたの私だ」「保育士辞めたの
私だ」と、ツイッターで保育現場の実態が発
信されて注目されるようになりましたが、安
倍首相が打ち出したのは情けない緊急対策。
子どもを詰め込んで苦しめる政府、ほんとに
やめてほしい。

８月に保育合研集会が島根で
力をあわせて成功させるぞ！
島根支部・わかたけ保育園分会　田野　雅子さん

　いよいよ８月に第48回全国保育団体合同研
究集会が初めて島根で開催されます。よりよ
い保育をめざし、一人ひとりが力を注いでい
ます。身体を壊さないようにと思うほどのハ
ードスケジュールです。思うことをきちんと
言い合える会議を重ね、成功させたいです。

若い職員が結婚退職
送別会で共済の餞別金と祝い金を
東海地本・西部医療センターくさのみ保育所分会　岡村　悦子さん

　３月末で若い職員が結婚のために退職しま
した。保育が楽しいと言ってくれていただけ
に、とっても残念ですが、新しい生活を始め
る彼女を応援したいと思っています。分会慶
弔共済の退職餞別金と結婚祝い金を請求させ
てもらったので、今度の送別会で渡せるとい
いいなぁ。

【
解
き
方
】
二
重
ワ
ク
の
文
字

を
、
Ａ
〜
Ｅ
の
順
に
並
べ
て
で

き
る
言
葉
は
な
に
？

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

① 

愛
媛
・
徳
島
・
香
川
・
高
知

④
伊
勢
志
摩
で
開
か
れ
ま
す

⑦ 

就
学
前
の
子
ど
も
が
通
う
の

は
保
育
園
と
…
…

⑨
サ
ト
…
…
。
ジ
ャ
ガ
…
…

⑩
十
二
支
の
２
番
目

⑪
モ
デ
ル
に
…
…
さ
れ
た
よ

⑬
名
作
「
ビ
ル
マ
の
…
琴
」

⑭ 

ト
ト
ロ
に
出
会
っ
た
姉
妹
は

…
…
と
メ
イ

⑯
楽
し
く
て
面
白
い

⑱
錠
を
開
け
る
の
に
必
要

⑲
土
道
に
転
が
っ
て
い
ま
す

㉑
…
…
で
風
を
切
る

㉒
お
ぼ
れ
る
人
が
つ
か
む

㉓
発
祥
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

㉕
冬
期
の
コ
ン
ビ
ニ
で
人
気

㉖
甘
い
調
味
料

■
タ
テ
の
カ
ギ

①
５
月
５
日
に
つ
か
り
ま
す

② 

民
謡
「
ド
ナ
ド
ナ
」
に
出
て

く
る
動
物

③ 
良
薬
は
…
…
に
苦
し

④
メ
ー
デ
ー
に
…
…
し
よ
う

⑤ 

車
が
後
ろ
か
ら
突
き
当
た
る

…
…
事
故

⑥
竹
馬
の
…
…
の
間
柄

⑧
全
身
美
容
の
…
…
サ
ロ
ン

⑫
月
で
も
ち
を
つ
く
？

⑬
少
年
よ
…
…
を
抱
け

⑮
♪
マ
サ
カ
リ
カ
ツ
イ
デ
…

⑰
気
持
ち
よ
く
楽
し
い
こ
と

⑱
働
き
過
ぎ
が
原
因

⑳
「
新
参
」
者
の
反
対
は
？

㉑ 

勝
っ
て
…
…
の
緒
を
し
め
る

㉒
皮
は
高
級
バ
ッ
グ
に
も

㉔
ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
局

２
９
６
号
（
２
０
１
６
年
３
月

号
）
の
答
え
と
当
選
者

　

答
え
は
「
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
」

で
し
た
。
応
募
は
16
人
で
し

た
。
抽
選
に
よ
り
、
次
の
方
々

に
図
書
カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

赤
川　

雅
則
さ
ん

（
北
海
道
地
本･

あ
か
し
あ
分
会
）

林　

里
佳
さ
ん

（
京
都
地
本･

み
つ
ば
ち
菜
の
花
分
会
）

津
田　

康
博
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
さ
つ
き
分
会
）

　答えと「福祉のなかま」の気になった記事の感
想、近況などを添えて、ハガキかＦＡＸ、メール
で送付ください（地方組織・分会、氏名、住所明
記）。紙面やホームページ等に掲載させていただ
くことがありますので、ご了承ください。
締切▶６月15日
発表▶2016年７月号
賞品▶正解者の中から３人の方に
　　　図書カード（1000円）進呈
宛先▶「福祉のなかま」編集部

　

９
年
間
幼
稚
園
教
諭
と
し

て
働
き
、
引
越
し
を
機
に
保

育
園
に
就
職
し
て
２
年
が
経

ち
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
の

気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
共
感

し
た
り
、
自
分
で
立
ち
直
る

時
間
を
ゆ
っ
た
り
待
っ
た

り
、
一
緒
に
生
活
を
す
る
大

人
と
い
う
同
じ
目
線
で
保
育

を
し
て
い
ま
す
。

　

乳
児
は
初
め
て
で
、
つ
い

手
を
出
し
過
ぎ
て
し
ま
っ
た

り
、
友
だ
ち
同
士
の
や
り
と

り
に
入
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
信
頼
関

係
が
で
き
て
く
る
と
、
子
ど

も
た
ち
は
ど
ん
ど
ん
外
の
世

界
へ
出
て
い
き
、
何
で
も
意

欲
的
に
「
自
分
で
」
の
気
持

ち
が
育
っ
て
き
て
、
手
伝
う

と
怒
る
姿
は
と
て
も
頼
も
し

く
感
じ
ま
す
。

　

発
達
の
速
度
は
ち
が
っ
て

も
、
子
ど
も
た
ち
同
士
で
助

け
合
い
な
が
ら
、
時
に
は
障

が
い
を
持
っ
て
い
る
子
の
力

を
信
じ
て
見
守
る
姿
に
感
動

し
ま
す
。

　

保
育
者
と
し
て
、
自
分
の

人
間
性
、
専
門
性
を
日
々
高

め
、
笑
顔
で
が
ん
ば
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

幼稚園から転職 子どもの気持ちに寄り添って

頼もしい姿に励まされる日々 専門性を高めたい

　毎年大好評の健康カレンダー（編集：健康対策
部・共済会）2016年度版ができました！
　「組合員さんの描いたほっこりしたイラストに
癒されるし、労働者の権利を気軽に学べる！」
「『挨拶を返さない』これもハラスメントだと気
づけました」などの感想もいただきました。ま
た、人生設計・職場改善のヒント、働く人の権利
がわかると毎年大好評です。
　手作りで製作費を抑えたこと、「ワンコイン共
済」加入者も増えたことにより、今年は組合員１
人に１冊配布することができました！
　職場で自宅で毎月カレンダーをめくりながら、
生活と健康を守りましょう！

３月号を読んで

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー 

で
き
ま
し
た
！

入ってて 良か
った!!

入ってて 良か
った!!

　保育士として働いてもうすぐ35年。健康で
働き続けられたことに感謝！こんなに長く働
くとは思ってもいませんでした。有給休暇の
消化をほとんどしてこなかったのは、自分が
働き続けることで一緒に組んだ同僚が安心し
てお休みをとれればとの思いでした。
　65歳になっても年金だけでは暮らせない低
賃金や無年金の女性たちのことなどを思う
と、日本の社会保障の貧しさに怒りが沸きま
す。
　共済に加入してお互いに事故や病気の時の
支え合いになれば、みんなが働き続けられる
と思います。せめて「ワンコイン共済」に入
って、何かの時には休業保障を受け取りまし
ょう。

みんなで

「ワンコイン共済」に

加入しよう！
　昨年よりスタートした新制度は大変好
評で、「ワンコイン共済」の加入申込書
が毎週のように届いています。当初約５
％だった加入率も現在２倍となり10％を
超えました。
　また、６月末までに加入するかどうか
で、新設された「健康給付（１万円）」
の支給などに大きな違いが生まれるキャ
ンペーンも実施中です。
　“ケガ”“異常妊娠”“メンタルシック”
“腰痛・頚肩腕症候群”等、職場のキツ
さと切り離せない給付も増えています。
　分会で職場状況や生活状況などを話し
合いながら「共済の学習」をおこない、
「ワンコイン共済（+個人共済）」への
加入をすすめましょう。

⎛ ⎞
⎝ ⎠
神奈川県本部・日吉みんなの保育園分会
 　森山　文江さん

「
ワ
ン
コ
イ
ン
共
済
」で

健
康
給
付
１
万
円
を

　
　

い
た
だ
き
ま
し
た

（
１
年
を
通
し
て
使
う
も
の
な
の

で
、
し
っ
か
り
と
し
た
作
り
で

す
。
費
用
の
関
係
で
カ
レ
ン
ダ
ー

の
穴
は
開
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
目

玉
ク
リ
ッ
プ
等
を
使
う
な
ど
工
夫

し
て
飾
っ
て
く
だ
さ
い
）

　年金共済の罹災契約者に対して特別取扱い
をおこないます。
　詳細はお問い合わせください。

熊本地震での被災にお見舞い申し上げます

答
え

A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

応 募 方 法

今い
ま

西に
し　

悠ゆ
う

里り

さ
ん

１
９
８
３
年
生
ま
れ　
　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県
本
部
・
ピ
ヨ
ピ
ヨ
保
育
園
分
会

　

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
夫
婦

で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
プ
ー
ル
、
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。


